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■ご冥福をお祈り申し上げます

デイホーム防災・避
難訓練。事務所も
避難はしごで訓練

池上まつりで
寄り道カフェ呼び込み

ヘルパー研修会で認知症に
ついてディスカッション

『はせさんずニュース』No.81

成年後見制度出前講座
「わたしのこれから」を考える

今年もフリマ大賑わい

寄り道カフェの
折り紙ボランティア講師

（3.18の寄り道カフェて）

2017（平成29）年４月〜2018（平成30）年３月

2017.４. 5㈬ 大田 NPO 活動団体交流会（役員会、議員懇談会、学習会）　以後全 18 回　矢嶋

　　　    6㈭ 大田地域包括ケアシステムをすすめる会（シニアステーション東峰町見学会、
ボランティア入門講座等）　以後全 9 回　矢嶋・佐藤（悟）・佐藤（京）

  　　　　　
　

池上まちおこしの会環境部会　
トマト苗配布・スポーツゴミ拾い大会等全 6 回　佐藤

                7㈮ 大田区訪問介護事業者連絡会・研修会 　以後全 10 回 　榎

『はせさんずニュース』No.78 発行
以後9.15No.79、11.20No.80、1.17No.81発行

　　　  13㈭ 大田区通所介護事業者連絡会　以後全 14 回　新留

　　　  16㈰ はせさんず寄り道カフェ　以後全 9 回

　　　  24㈪ 東京都社会福祉協議会在宅福祉部会　以後全 12 回　矢嶋

          5. 16㈫ 大田区自立支援協議会　以後全 9 回　桟敷

　　　  18㈭ 福祉有償運送活動者登録申請
大田区福祉有償運送運営協議会宛　山本

　　　  27㈯ NPO 法人いずこネット　介護保険について講演　清水

　　      28㈰ 第 19 回通常総会　はせさんず事務所デイホームにて

　　  ６.  3㈯ 市民福祉団体全国協議会総会・政策委員会　佐藤

　　　  28㈬ ヘルパーステーションレベルアップ研修　以後全 4 回

　　   7.  7㈮ 『百日草』No.26 発行
　　      12㈭ 大田区福祉有償運送運営協議会　佐藤・吉田

　　 　 14㈮ デイホーム運営推進会議 　以後全 2 回　新留・岡田・風間・蔵野

　　      19㈬ ヘルパー研修会「認知症の利用者への支援を共に考える」
池上会館にて　参加者 23 名

　　　  22㈯ みんなで支え合うまちづくり—地域包括ケアシステムの構築をめざして
大田生涯学習世話人会主催　大森 Luz にて　佐藤

　　   8.24㈭ 移送活動者安全運転講習会　
池上警察署交通課を講師にデイホームにて　参加者 19 名

　　      27㈰ 第 15 回池上まつり（寄り道カフェの模擬店出店）
参加者 200 名

　 8.31㈮〜
        10.17㈫

大田区職員現場体験研修（協働体験編）受け入れ
10 名　

　　　 9.9㈯ おおた福祉フェス 2017 連絡会ブース応援　新留

　　　  12㈫ 安全運転管理者講習受講　大澤

　　10.28㈯ ヘルパー研修会「普通救命講習」
田園調布消防署会議室にて　参加者 18 名

　　　  31㈫ さわやか福祉財団全国協働戦略会議　佐藤

          11.4㈯ OTA ふれあいフェスタ、フリーマーケットに出店
大田区平和の森公園にて　参加者のべ 24 名

              14㈫ 成年後見制度出前講座　大森生活学校　矢嶋・佐藤

　　　  15㈬ 世田谷区認定調査員（現任）研修　平山

          12.1㈮ 2018 年版パラアートカレンダー制作・販売　114 部

             20㈬ 元気かいウインター（オーボエ）コンサート　
大田区民プラザにて　参加者 68 名

　　　  21㈭ 介護支援専門員連絡会（スキルアップ）研修　平山

2018.1.28㈰ 大田区 NPO 区民活動フォーラム　大田区消費者生活センターにて　矢嶋・佐藤

   2.7㈬〜9㈮ 大田区立大森第４中学校職場体験受け入れ　2 名

              21㈬ デイホーム防災・避難訓練　参加者 27 名

　　   ３. 4㈰  はせさんず第 21 回講演会「地域包括ケアと在宅医療
—在宅でほんとうに過ごせるの？　看取ってもらえるの」
池上会館にて　参加者 51 名

遠藤一朗さん 大平スミさん 門野定雄さん 金子　文さん 城井義洋さん
髙橋文之さん 堀川一志さん 正野清子さん 吉田義輝さん

（会員のみ）

No.78 春号では「地域の息抜きの場　寄り道カフェ」、
No.79 夏号では「医療・介護に奮闘中　地域生活を支える
専門職たち」、No.80 冬号では「大田区介護予防・日常生活
支援総合事業の方向が心配！」、No.81 新春号では、仲間
のコメントを添えてはせさんずの事業を紹介しました。

本年度も１日出店。献品と出店支援により、24.5 万円の売
り上げを達成しました。
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編集後記
　向かいの奥さんがくも膜下出血で救急搬送されたのは、まだ寒い季節の早朝。二度の
手術、リハビリを経て、昨日帰宅された。お隣は高齢女性の一人暮らし。がんの療養後、
訪問介護を利用されている。たまの声かけのみの隣人ながら、案じられる。（小林恵子）

後見見守り活動の現場から
■制度の浸透には時間がかかる
　はせさんずが市民後見人の養成講座や出張授業などを始め
て 7 年ほどたちます。この間、一人暮らしの高齢者は増える
一方ですが、後見制度がどんどん広まったかというとそうで
もありません。介護保険制度と違って 3 年に一度の改定もな
いし、何事も家庭裁判所が許可しないと通らないし、使い勝手が悪いともいわれます。
　こんな逆風のなかで活動してきましたが、昨年後半あたりからようやく相談ごとが
増えてきました。新しい制度を浸透させるには、10 年はかかるということでしょうか。
■早めのご利用を
　任意後見は、相談者や依頼者への訪問が３〜 5 回におよび、契約までに２か月ほど
要します。その間依頼者の希望をじっくり聞き、公証役場での契約につなげます。実
際に７年間訪問してみて、いちばん感じるのは、依頼を決断するのが遅すぎるという
ことでした。ある人は、入院中の病院で 12 月に契約し、３月に亡くなられました。
　成年後見制度は、判断力を失っても、不便なく幸福に暮らせるための制度です。で
きるだけ早く長く見守りができるよう、早めの利用を勧めたいと思います。（矢嶋早苗）

紹介します。はせさんず元気かい
■地域で元気にすごすため、立ち上げる
　元気かいは、高齢者が住み慣れた地域で仲間とふれあい、
いつまでも元気で生き生きとすごせるように、独自の介護予
防として 2001（平成 13）年 9 月に発足しました。
■自分たちで好きな内容を考え、計画・実践する活動
　①定例会：家にとじこもりがちな高齢者の生きがいと地域
社会参加の促進を図るため、昼食会・茶話会を開催。午前中
に健康体操（太極拳）後、みんなで食事をしながら談笑。
　②サークル活動：メンバーが得意な分野や蓄積した知識・経験を生かして各種のサ
ークルを企画・運営。麻雀、絵てがみ、俳句、歌のつどい、英会話サロンを展開中。
　③学習・研修会：メンバーの興味あるテーマで各種のお楽しみ会、学習会、講演
会、見学会を開催。多摩川べりのお花見、羽田整備工場見学、造幣局見学、防災講演会、
ビール工場見学、ピアノコンサートやオーボエコンサートなど。
　1 回の参加費は 700 〜 1500 円程度です。あなたも参加運営の一員に！（佐藤悟）


